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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
再
考

　
　
︱
日
本
型
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
目
指
し
て
︱

1
は
じ
め
に

　

今
、
企
業
の
在
り
方
が
問
い
直
さ
れ
て

い
る
。

　

近
年
の
マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ル
事
件
や
エ
ン

ロ
ン
を
始
め
と
す
る
欧
米
大
企
業
の
不
祥

事
を
は
じ
め
、
日
本
で
も
雪
印
は
じ
め
多

く
の
企
業
の
偽
装
事
件
が
続
出
し
た
。
最

近
で
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
絡
ん
で
、

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
の
経
営
陣
に
疑

惑
が
も
た
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
祥
事

の
代
償
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
姿

を
消
し
、
多
く
の
社
員
が
職
を
失
っ
た
。

　

そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
各
国
と
も
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
力
を
入
れ
、

キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
委
員
会
等
の
調
査
機
関
が

作
ら
れ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
、
法
改

正
を
は
じ
め
様
々
な
取
り
組
み
が
試
み
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
機
会
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
、
日
米
の
特
徴
的
な
事
例
を
踏
ま

え
て
今
一
度
再
考
し
て
み
た
い
。

2 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
は
何
か
？ 

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
一
般

に
は
「
会
社
は
誰
の
も
の
か
」
あ
る
い
は

「
会
社
の
支
配
者
は
誰
か
」
ま
た
、「
企
業

経
営
の
チ
ェ
ッ
ク
は
如
何
に
し
て
な
さ
れ

る
の
か
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
の
議
論
は
大
ま
か
に
言
う
と
、

お
お
よ
そ
2
つ
の
観
点
か
ら
議
論
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、「
会
社
は
株
主

の
も
の
」
と
す
る
観
点
と
、「
会
社
は
複
数

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
も
の
」
と
す
る

観
点
で
あ
る
。
前
者
は
、
主
と
し
て
ア
ン

グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
に
お
い
て
強
く
見
ら
れ
る

見
解
で
あ
り
、
後
者
は
ド
イ
ツ
や
わ
が
国

に
お
い
て
見
ら
れ
る
見
解
で
あ
る
。
も
っ

と
も
後
者
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
流
の

制
度
が
最
近
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の

中
で
あ
る
種
の
困
惑
が
生
じ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

平
成
15
年
4
月
に
施
行
の
商
法
改
正

（「
委
員
会
等
設
置
会
社
」）
な
ら
び
に
平

成
18
年
5
月
に
施
行
さ
れ
た
新
会
社
法
に

よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度

に
近
い
「
委
員
会
設
置
会
社
」の
設
立
が

可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ

の
委
員
会
設
置
会
社
は
、
そ
の
後
、
必
ず

し
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。（
※
注
1
）

　

で
は
な
ぜ
こ
の
「
委
員
会
設
置
会
社
」

が
浸
透
し
な
い
の
か
。
そ
し
て
わ
が
国
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
ど
う
あ

る
べ
き
で
あ
る
の
か
。

大
平
浩
二 

お
お
ひ
ら
　
こ
う
じ
　

1
9
5
1
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
。
明
治

学
院
大
学
教
授
。
専
攻
は
経
営
学
。
ケ
ル
ン

大
学
客
員
教
授
、
経
営
哲
学
学
会
会
長
等
を

歴
任
。

著
書
に
『
現
代
経
営
学
説
の
探
究
』、（
中
央

経
済
社
）『
中
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
良
債
権

分
析
』（
中
央
経
済
社
）、『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク　

老
人
介
護
施
設
の
経
営
』
中
央
経
済
社
、『
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
経
営
学
』
中
央
経
済
社

な
ど
。

明
治
学
院
大
学
教
授
　
大
平
浩
二
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3
日
米
の
事
例
か
ら
わ
か
る
こ
と

3-
1
日
本（
雪
印
乳
業
・
雪
印
食
品
）

の
事
例

（
1
）雪
印
乳
業
・
集
団
食
中
毒
事
件

　
　（

2
0
0
0
年
） 

   

こ
の
事
件
は
、
同
社
の
大
阪
工
場
で
製

造
し
た
「
低
脂
肪
乳
」
を
飲
ん
だ
1
万
人

を
超
え
る
顧
客
が
嘔
吐
・
下
痢
・
腹
痛
等

の
食
中
毒
を
起
こ
し
た
も
の
。
そ
の
原
因

は
、
同
社
の
北
海
道
の
大
樹
工
場
で
数
時

間
の
停
電
が
あ
り
、
そ
の
間
に
原
料
で

あ
っ
た
脱
脂
粉
乳
に
病
原
性
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
が
発
生
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。

　

こ
の
事
件
の
特
徴
的
な
点
を
挙
げ
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
①
事
件
発
生
に
対
し

て
の
会
社（
特
に
初
期
の
大
阪
工
場
）の
対

応
の
遅
さ 

②
社
長
の
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
対

応
の
ま
ず
さ 

③
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
（
超
高

温
殺
菌
工
程
）と
し
て
の
過
信 

④
衛
生
管

理
の
杜
撰
さ 

⑤
効
率
重
視
の
企
業
風
土 

⑥
不
十
分
な
社
員
教
育 

⑦
不
祥
事
の
隠

蔽
体
質

（
2
）
雪
印
食
品
・
牛
肉
偽
装
事
件

　
　（

2
0
0
1
年
） 

　

親
会
社
で
あ
る
雪
印
乳
業
の
前
年
の
不

祥
事
と
、
当
時
発
生
の
B
S
E
問
題
に
よ

り
同
社
の
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
苦
境
を
挽
回
す
る
た
め
に
、
同

社
の
関
西
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー

長
等
が
、
国
内
外
産
の
牛
肉
価
格
の
差
額

に
対
す
る
農
林
水
産
省
の
補
助
金
を
不
正

に
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件

は
、
同
社
の
取
引
先
の
内
部
告
発
に
よ
り

明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

同
社
の
関
係
者
19
人
が
懲
戒
解
雇
と
な

り
、
本
部
長
ら
5
人
が
逮
捕
さ
れ
、
同
社

は
2
0
0
5
年
に
清
算
さ
れ
た
。

　

特
徴
的
な
点
と
し
て
は
①
食
肉
業
界

（
行
政
・
企
業
）の
も
た
れ
合
い
と
隠
蔽
的

体
質　

②
セ
ン
タ
ー
長
等
に
よ
る
自
身
と

組
織
の
保
持
、
が
指
摘
さ
れ
る
。

3-

2
ア
メ
リ
カ（
エ
ン
ロ
ン
）の
事
例

（
2
0
0
1
年
） 

　

同
社
は
、2
0
0
0
年
当
時
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
卸
で
は
世
界
の
最
大
ク
ラ
ス
の
企
業

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
優
良
企
業
の
一
角
を

占
め
て
い
た
。
し
か
し
、2
0
0
1
年
こ

ろ
か
ら
通
信
事
業
や
発
電
事
業
の
不
振
に

よ
っ
て
、
10
億
ド
ル
を
超
え
る
損
失
を
契

機
に
、
会
計
不
正
が
明
る
み
に
出
た
。
同

社
は
同
年
暮
れ
に
破
産
す
る
が
、
そ
の
負

債
総
額
は
1
6
0
億
ド
ル（
当
時
の
レ
ー

ト
で
約
2
兆
円
）と
い
う
当
時
ア
メ
リ
カ

史
上
最
大
（
そ
の
後
す
ぐ
ワ
ー
ル
ド
コ
ム

の
3
2
8
億
ド
ル
の
負
債
が
明
ら
か
と
な

る
）の
倒
産
と
な
っ
た
。
そ
の
後
明
ら
か
と

な
っ
た
点
を
順
不
同
で
示
す
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
①
同
社
の
会
長
と
前
C
E
O

は
、自
社
株
の
購
入
を
社
員
に
勧
め
る
一

方
で
秘
密
裏
に
売
り
抜
け
て
い
た
。
要
す

る
に
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
大
規
模
な
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
。
②
こ

れ
は
、
同
社
の
取
締
役
会
が
正
常
に
機

能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

③
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
不
全
は
、
取
締
役
会

の
み
な
ら
ず
、
監
査
法
人
ア
ン
ダ
ー
セ
ン

に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
同
社
は
エ
ン
ロ

ン
関
係
の
文
書
を
大
量
に
破
棄
し
証
拠
の

隠
滅
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
的
な

こ
の
会
計
事
務
所
も
破
綻
し
た
。
④
こ
う

し
た
不
祥
事
が
企
業
の
内
部
で
生
じ
て
い

る
一
方
で
、
同
社
は
積
極
的
に
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
に
対
し
自
社
に
都
合
の
よ
い
政
治
工

作
を
行
っ
て
い
た
。
⑤
法
律
事
務
所
、
証

券
ア
ナ
リ
ス
ト
お
よ
び
格
付
機
関
の
同
社

に
対
す
る
評
価
が
正
確
で
な
か
っ
た
。

3-

3 

事
例
か
ら
わ
か
る
こ
と

　

以
上
の
ケ
ー
ス
か
ら
極
々
簡
単
の
基
本

的
な
違
い
記
し
て
み
よ
う
。

（
1
）
日
本
の
場
合
、

 

不
祥
事
の
真
因
は
個

人
の
経
済
的
利
益
よ
り
も
、
組
織（
個
人

も
含
む
）の
保
身
に
あ
る
こ
と
。

（
2
）

 

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
経
営
ト
ッ
プ

と
そ
の
周
辺
の
経
済
的
利
益
の
強
欲
な
追

求
に
あ
る
こ
と
。

4
む
す
び

　

紙
幅
の
関
係
で
、
概
略
的
に
要
約
し
本

稿
の
結
び
と
し
た
い
。

（
1
）ケ
ー
ス
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、
日
本

企
業
の
不
祥
事
は
大
な
り
小
な
り
日
本
的

な
経
営
慣
行
や
組
織
文
化
、
そ
し
て
ま
た

業
界
の
伝
統
的
慣
行
の
中
に
根
が
あ
る
こ

と
。

（
2
）

 

わ
が
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
は
、
経

営
者
と
複
数
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

関
係
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
す

な
わ
ち
、「
取
引
先
」「
顧
客
」「
従
業
員
」「
投

資
家
（
株
主
）」「
取
引
先
金
融
機
関
」
等
。

（
3
）

 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、 

経
営
者
と

株
主
の
経
済
的
利
益
を
巡
る
２
項
対
立
の

関
係
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
な
る
。

（
4
）

 

た
だ
、
上
記
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

全
て
を
、
例
え
ば
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー

と
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
。

（
5
）

 

む
し
ろ
、
日
本
的
経
営
風
土
・
組
織
文

化（
日
本
的
経
営
慣
行
の
悪
し
き
側
面
）
の

是
正
に
注
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の

た
め
の
制
度
作
り
が
望
ま
れ
る
。（
※
注
2
）

（
6
）

 

と
同
時
に
、マ
ス
コ
ミ
等
の
報
道
・
分

析
の
正
確
さ
も
要
求
さ
れ
る
。

　

更
な
る
詳
細
な
説
明
は
他
の
機
会
と
し

た
い
。

注
・
参
考
文
献

※
注
1　

平
成
22
年
4
月
23
日
現
在
の
委
員
会
設
置

会
社
は
上
場
・
公
開
企
業
で
71
社
に
と
ど
ま
る
。

（
日
本
監
査
役
協
会
調
べ
）

※ 

注
2　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献
を
参
照
さ

れ
た
い
。

大
平
浩
二
稿（
2
0
0
5
）「
日
本
経
済
「
失
敗
の
本

質
」」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』2
0
0
5
年
5
月
31
日
号

大
平
浩
二
編
著（
2
0
0
9
）『
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
経
営
学
』中
央
経
済
社


